
 

 

 

第１回 明石市財政健全化推進協議会 

 

 

議事概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 平成 25 年 6 月 28 日（金） 13:00～14:00 

場所 議会棟２階第３委員会室 
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次 第 

 

１ 協議会の設置について 

 

２ あいさつ 

 

３ 出席者自己紹介 

 

４ 議事 

（１）協議会の運営について 

 

（２）財政健全化の取り組みについて 

 

（３）明石市公共施設白書（骨子）について 

 

（４）その他 

 

【資料】 

資料１－１ 明石市財政健全化推進協議会設置要領（案） 

資料１－２ 明石市財政健全化推進協議会 委員名簿（案） 

資料２   財政健全化推進協議会の運営について（案） 

資料３   財政健全化の取り組みについて 

資料４   明石市公共施設白書（骨子） 

資料５－１ 市に裁量のある事業一覧 

資料５－２ 施設一覧 

財政健全化推進協議会スケジュール（案） 

 

出 席 者  委員 市議会側 

辻本議員（座長）、辰巳議員、国出議員、深山議員、遠藤議員、中西議員、 

尾仲議員、楠本議員 

委員 行政側 

    高橋副市長、和田副市長、公家教育長、北條政策部長、東企画調整担当部長、 

森本総務部長、宮脇職員改革担当部長、三又財務部長 

委員以外の出席者 

   箕作政策室長、久保田政策室課長、菜虫政策室課長、中島総務部次長、上田総 

務課長、横田人事課長、小西財務部次長、大西財政健全化室長、島瀬財政課長、 

村田財政健全化室課長 

傍 聴 者  市議会議員4名、一般２名 
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１．協議会の設置について 

   財政健全化室長より資料１－１及び１－２を説明 

    

【一同異議なし】 

 

 

２．あいさつ 

 

   辻本座長あいさつ 

・本市の財政状況は、非常に厳しい。 

・これまで行政改革については、議会でも十分に議論し、適宜報告を受けながら、

取り組んできた。 

・このたび、財政健全化推進協議会を立ち上げたことは積極的な取り組みだと考え

ている。 

・座長として市の財政について、議員間での議論や行政側からの問題提起などあら

ゆる方向での議論を十分にできるよう運営していきたい。 

    

   高橋副市長あいさつ  

・座長が、あいさつで言われたことについては、肝に命じておきたい。 

・健全な財政運営のため、全庁をあげて歳入の確保、歳出の削減を行っていく。 

・歳出削減に向けた事業及び施設の見直しについては、市民のみなさまに影響が生

じることなので、丁寧な対応が必要である。 

・今後は、議会と十分に協議を重ね、市民とも十分対話を重ねていきたい。 

 

 

３．出席者自己紹介 

 

 

４．議事 

（１）協議会の運営について 

    財政健全化室長より資料２を説明 

 

    【一同異議なし】 

 

協議会での発言は、下記のとおり記載 

・市議会側委員…委員（議） ・行政側委員…委員（行） ・委員外出席者…出席者（行） 
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（２）財政健全化の取り組みについて及び（３）明石市公共施設白書（骨子）について 

    財政健全化室課長より資料３、資料４、資料５－１及び資料５－２を説明 

 

委員（議）：収支不足が見込まれる中、新たな事業が始まっているのはなぜか。 

出席者（行）：今回提示している収支見込みは、①人件費の削減効果分は反映する、②新た

な収支改善対策は行わない、③行政サービスの水準を平成２５年度並みに維

持する、④土地売払収入については、平成２５年度当初予算計上分以外は反

映しないという条件で試算しており、その結果、このような見込みとなって

いる。 

委員（議）：将来的な収支を考えた上で実施すべきではないか。 

委員（行）：今回提示している収支見込みは、全く健全化に取り組まなかった場合である。

これまで決定した新たな事業は、財政健全化を進めていくことを前提に実施

しているものである。 

委員（議）：新たな事業を決定してから、財源を確保するというやり方で進めていくとい

うことか。 

委員（行）：事業実施のタイミングや優先順位は、その時の社会情勢、財政状況及び市民

ニーズ等を総合的に考えながら進めていく。 

 

 

委員（議）：財政健全化を進めていく上で、厳しい財政状況を示すことが、市民にどのよ

うな影響を与えるか不安である。市として、どのような心構えで臨んでいくつ

もりなのか。 

委員（行）：市の厳しい財政状況を示すことは、市民に大きな影響を与えるものと思って

いる。これを良い方向に変えていくため、議会及び市民と十分対話を図り、

未来に向かって進んでいきたい。そのためにも、将来への投資と財政健全化

を両立していくことが大切。 

委員（議）：今回提示された資料に示されている数値は、数年後に変わってしまうような

数値ではないか。 

委員（行）：歳入については、今後状況が変わる可能性があるが、歳出については、数年

後を見通せると思っている。 

委員（議）：財政健全化に向けて、全庁的に同じ方向性で取り組んでいくということで今

回の協議会の議論を進めていっていいのか。 

委員（行）：そのつもりで、庁内で連携してやっていきたい。 

 

 

（４）その他 

財政健全化室長より財政健全化推進協議会スケジュール（案）を説明 
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委員（議）：１２月までに結果を出すためには、議論の流れ、密度によりスケジュール案

以外にも適宜協議会を開催したらどうか。（意見） 

 

座 長：次回までに可能であれば各会派からも、市に裁量のある事業の見直し案を提

出することとしたいがどうか。 

 

【一同異議なし】 

 

座 長：それでは、7月26日までに提出願いたい。 

 

連絡事項 

・次回の開催日程について通知（８月２日（金）１４時） 

 

閉  会 


